
 

 

 

令 和 ２ 年 ２ 月 ２６日 

水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 河 川 計 画 課 

 

簡易型河川監視カメラ画像のウェブ提供を開始しました 
～ 河川監視カメラが１．６倍に増えます ～ 

 

身近な河川の状況をリアリティをもって伝え、地域の方の避難に活用いた

だくため、今年度から「簡易型河川監視カメラ」の設置を進めています。 

この度、平成３０年７月豪雨において、大規模な浸水被害が発生した高梁

川水系高梁川や小田川などをはじめ、全国に設置した簡易型河川カメラ画像

のウェブサイトでの提供を開始しました。 

 
○  平成２９年７月の九州北部豪雨や平成３０年７月豪雨においては、洪水時に

河川の状況をリアルタイムに把握する手段がなく、住民の避難行動を強く促す

河川画像などの情報を発信することが課題でした。 
○  そのため、多数の地点に設置ができる簡易型のカメラを「革新型河川技術プ

ロジェクト」において開発しました。（詳細は別紙参照） 
○  今年度から現地へのカメラ設置を開始し、令和２

年２月２６日時点で２２４箇所の画像の提供を始

めました。 
○  今後、カメラの設置を進め、令和２年出水期ま

でに国管理河川約 1,600 箇所の画像の提供を開始

する予定です。既に画像を提供している従来型の

CCTV カメラ（約 2,800 箇所）と合わせて、全国で

これまでの 1.6 倍（約 4,400 箇所）の河川状況が

確認できるようになります。 
○  カメラの画像は、以下のウェブサイトで閲覧可

能です。 
 

「川の水位情報」                   
https://k.river.go.jp                                
 

 
 

 

 

 

 

【問合せ先】 

国土
 

交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室 

企画専門官 大坪
おおつぼ

（内線：35392）、流域情報分析企画係長 向 山
むかいやま

（内線：35394） 

代表
 

：03-5253-8111、直通：03-5253-8446、FAX：03-5253-1602 

  

配信イメージ 



簡易型河川監視カメラの概要

○電源・通信ケーブルの確保不要で容易に設置が可能なカメラ。月明かり程度の明るさで静止画

撮影が可能。

○ ズームや首振り機能を限定することでコストを縮減。

○ リアリティーのある河川の状況を画像で伝えることで、住民の適切な避難判断を促す。

屋外に容易に設置
無線式の場合は電源・通信ケーブルの確保不要
（無線通信、太陽電池等を利用）

機能を限定しコストを低減
ズームや首振り機能は削除
機器本体価格は、３０万円/台程度

インターネットを経由して画像を収集
水位計のデータ等と併せて提供

【 特 徴 】

【 設置状況】
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（夜間）（昼間）

（カメラ部）

（全景）

【 配信イメージ 】

「川の水位情報」
https://k.river.go.jp
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